
　
都
市
と
農
村
と
の
交
流
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
む
団
体
や
個
人
を
表
彰
す
る

「
第
７
回
オ
ー
ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ
ン
大
賞
」

（
農
林
水
産
省
な
ど
が
主
催
）ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
賞
を
、
本
市
の
田
村
義
夫
さ
ん
・
え

り
子
さ
ん
夫
妻
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
賞
は
、Ｉ
タ
ー
ン
（
生
ま
れ
育
っ
た

故
郷
以
外
で
就
職
す
る
こ
と
）等
で
農
村

に
定
住
し
、
個
性
的
で
魅
力
的
な
新
し
い

生
活
を
実
践
し
て
い
る
方
を
対
象
と
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　
義
夫
さ
ん
は
東
京
都
出
身
。
妻
の
え
り

子
さ
ん
の
故
郷
で
あ
る
本
市
の
百
沢
で
、

宿
泊
と
地
場
産
品
を
提
供
す
る
ペ
ン
シ
ョ

ン
＆
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
し
な
が

ら
、
農
家
と
連
携
し
て
修
学
旅
行
生
の
農

作
業
体
験
や
小
中
高
校
生
へ
の
食
農
教
育

と
い
っ
た
交
流
事
業
を
展
開
す
る
な
ど
、

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
本
市
の
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
活
動
を
積
極
的
に
推
進

し
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
賞
の
受
賞
は
本
市
で
は
じ
め
て
と
な

り
ま
す
。

　
平
成
２１
年
度
の
農
地
・
水
・
環
境
保

全
向
上
対
策
優
良
活
動
表
彰
で
、
本
市
の

「
熊
嶋
地
域
の
環
境
と
資
源
を
守
る
会
」

（
秋
元
孝
之
代
表
）が
、
最
も
優
れ
た
活
動

に
贈
ら
れ
る
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
県
農
地
・
水
・
環
境
保
全

向
上
対
策
地
域
協
議
会
が
農
村
環
境
の
向

上
を
図
る
優
れ
た
取
り
組
み
を
実
践
す
る

活
動
組
織
を
表
彰
し
て
い
る
も
の
で
、
昨

年
度
は
県
内
で
３
８
０
組
織
、
こ
の
う
ち

本
市
で
は
３５
組
織
が
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
同
会
の
構
成
員
は
約
２
４
０
人
。「
ふ

る
さ
と
」「
絆
」「
協
働
」を
活
動
の
目
的
に

掲
げ
、
ホ
タ
ル
や
メ
ダ
カ
な
ど
を
育
成
す

る
環
境
整
備
活
動
や
休
耕
田
を
活
用
し
た

地
域
児
童
へ
の
農
業
体
験
、
町
会
を
中
心

に
多
用
な
主
体
が
参
加
し
た
植
栽
活
動
な

ど
を
継
続
的
に
実
施
し
た
こ
と
が
受
賞
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
本
市
に
お
け
る
同
賞
の
受
賞
は
、
２０
年

度
の
鬼
楢
地
区
「
自
得
水
土
里
（
み
ど
り
）

保
全
隊
」に
続
き
２
年
連
続
と
な
り
ま
す
。

健康と美容に　　
　　　弘前りんご

毎月５日は　
「りんごを　　
　　食べる日」

米の生産調整にご協力を！

弘前市水田農業推進協議会

編集と発行

弘前市賀田１丁目１の１
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祝
受賞
!!秋

元
代
表
︵
手
前
︶
と
山
城

照
昭
書
記

田
村
義
夫
さ
ん
・
え
り
子
さ
ん
夫
妻

﹁
オ
ー
ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ
ン
大
賞
﹂ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
賞

熊
嶋
地
域
の
環
境
と
資
源
を
守
る
会

﹁
農
地
・
水
・
環
境
保
全

　
　
向
上
対
策
優
良
活
動
表
彰
﹂青
森
県
知
事
賞

気象情報を確認しながら農作物の栽培管理に注意しましょう。

　担い手たちが受

講した各講座の修

了式が３月に行わ

れました。

　学んだ技術と知

識を地域へ広め、

中心的役割を担う

活躍を期待！

平成20年７月から延べ50日間にわたる研
修期間を終え、12日に修了した「りんご
産業基幹青年」。本市から24人が受講。

24日には「りんご病害虫マ
スター講座」が閉講。本市
から14人が受講。

本市から４人が受講し
た「トップランナー
塾」。25日に閉講。

地域へ羽ばたけ！
担い手たちの各講座で
　　　　　修了式が行われる。



農 業 ひ ろ さ き

〇
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事

業
の
交
付
金
を
受
け
取
る
た
め

に
は
、
主
食
用
米
の
「
生
産
数

量
目
標
」を
守
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

※

弘
前
市
水
田
農
業
推
進
協
議

会
か
ら
生
産
数
量
目
標
の
配
分

を
受
け
、
水
田
状
況
の
確
認
を

受
け
な
い
と
交
付
対
象
者
に
な

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

〇
こ
の
対
策
に
加
入
す
る
た
め

に
は
、「
加
入
申
請
書
」「
水
稲
生

産
実
施
計
画
書
」を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
提
出
期
限
　「
加
入
申
請
書
」

…

６
月
３０
日
（
水
）「
水
稲
生
産

実
施
計
画
書
」…

５
月
３１
日

（
月
）

◆
提
出
先
　「
加
入
申
請
書
」…

青
森
農
政
事
務
所
地
域
第
一

課
、
各
農
協
等
、
弘
前
市
水
田

農
業
推
進
協
議
会
事
務
局
（
市

り
ん
ご
農
産
課
水
田
対
策
係
）

「
水
稲
生
産
実
施
計
画
書
」…

弘

前
市
水
田
農
業
推
進
協
議
会
事

務
局
（
市
り
ん
ご
農
産
課
水
田

対
策
係
）

○
１０
月
頃
に
交
付
対
象
面
積
通

知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

同
封
の
交
付
申
請
書
に
押
印
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
期
限
　
１２
月
１５
日
（
水
）

◆
提
出
先
　
青
森
農
政
事
務
所

地
域
第
一
課
、
各
農
協
等
、
弘

前
市
水
田
農
業
推
進
協
議
会
事

務
局
（
市
り
ん
ご
農
産
課
水
田

対
策
係
）

○
交
付
金
は
１２
月
か
ら
平
成
２３

年
３
月
ま
で
に
口
座
に
振
り
込

ま
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
青
森
農
政

事
務
所
地
域
第
一
課
（
高
田
１

―
１０―
９
）☎
２７
・
６
１
８
０

弘
前
市
水
田
農
業
推
進
協
議
会

事
務
局
（
市
り
ん
ご
農
産
課
水

田
対
策
係
☎
３５
・
１
１
１
１
内

線
７
１
５
・
７
１
６
）

又
は
、
最
寄
り
の
農
協
ま
で

○
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事

業
対
象
者
で
、
一
区
画
の
水
田

す
べ
て
を
不
作
付
地
と
す
る
場

合
に
は
、「
調
整
水
田
等
の
不
作

付
地
の
改
善
計
画
」を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※

一
区
画
内
の
部
分
的
な
調
整

水
田
の
場
合
、
改
善
計
画
の
提

出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
提
出
期
限
　
６
月
３０
日
（
水
）

◆
提
出
先
　
市
り
ん
ご
農
産
課

水
田
対
策
係
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営農家。

水稲と野菜の複合経

減農薬や土づ

くりにこだわった安

全・安心・おいしさを

追求する農業に取り

組む。地域活動にも積

極的に参加し、同世代

の若手農業者との交

流や農業技術の研さ

んに努める。 

りんご中心の経営を

行いながら地区女性

部の活動に積極的に

参加し、会長職を現在

まで１４年務め、組織

の充実や若手女性の

指導に取り組む。また

地区直売所部会長と

して、地産地消等地域

農業の振興に貢献。 

パイプハウスを活用

した野菜栽培で年間

出荷を行いながら、地

区の生活改善グルー

プ会長として、地元農

産物を加工した菓子

や漬け物等を販売す

るなど、農産物の消費

拡大や食の伝承に積

極的に取り組む。 

i

紹
介
し
ま
す
。

﹁
農
業
経
営
士
﹂
﹁
青
年
農
業
士
﹂

﹁
V
i
C
・
ウ
ー
マ
ン
﹂農

業
経
営
士伊藤　透【大沢】

青
年
農
業
士奈良岡 伸康【福田】相馬 由美子【大沢】舘田 トモ子【大久保】

V
i
C
・

ウ
ー
マ
ン

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
の

加
入
申
請
始
ま
る

りんご専業農家。わい

化栽培を導入するこ

とで計画的な規模拡

大や着色管理の省力

化を図る。わい化生産

部会長を務め、技術の

普及・指導に積極的に

取り組むなど、地域農

業の指導者として活

躍。

　
国
は
、
食
料
自
給
率
の
向
上
に
向
け
て
水
田
農
業

の
て
こ
入
れ
を
行
う
た
め
、
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル

対
策
を
４
月
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
対
策
は
麦
や
大
豆
、
米
粉
用
米
な
ど
の
生
産

拡
大
を
促
す
事
業
︵
水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業
︶

と
、
水
田
農
業
の
経
営
安
定
化
を
図
る
た
め
恒
常
的

に
生
産
費
が
販
売
価
格
を
上
回
っ
て
い
る
米
に
対
し

て
補
て
ん
す
る
事
業
︵
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事

業
︶を
あ
わ
せ
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
手
続
き
は
次
の
と
お
り
で
す
。

④
﹁
交
付
申
請
書
﹂
の
提

出
に
つ
い
て

⑤
指
定
口
座
に
交
付
金
が

振
り
込
ま
れ
ま
す

③
調
整
水
田
等
の
不
作
付

け
地
が
あ
る
方
は
改
善
計

画
の
提
出
を

①
主
食
用
米
の
﹁
生
産
数

量
目
標
﹂
の
確
認
を

②
﹁
加
入
申
請
書
﹂
と﹁
水

稲
生
産
実
施
計
画
書
﹂
の

提
出
を

　

平
成
21
年
度
に
認
定
さ
れ
た
本
市
の
農
業

者
４
人
で
す
。
今
回
の
認
定
者
を
含
め
、
本
市

の
農
業
経
営
士
は
13
人
、
青
年
農
業
士
は
19
人
、

V
ｉ
C
・
ウ
ー
マ
ン
は
32
人
と
な
り
ま
す
。

　
地
域
農
業
の
け
ん
引
役
と
し
て
、
指
導
的

役
割
を
担
う
農
業
経
営
士
、
推
進
役
と
し
て

活
躍
す
る
青
年
農
業
士
、
特
色
あ
る
地
域
農

業
の
振
興
と
活
性
化
に
取
り
組
む
女
性
を
Ｖ

ｉ
Ｃ
・
ウ
ー
マ
ン
と
し
て
県
が
認
定
し
て
い

る
制
度
で
す
。
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３
月
３１
日
、
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
が
確
定
し
ま
し

た
。
登
録
者
数
は
昨
年
よ
り
３

４
０
人
減
の
２
万
９
２
２
９
人

と
な
っ
て
い
ま
す
（
弘
前
地
区

２
５
３
人
減
、
岩
木
地
区
１
１

６
人
減
、
相
馬
地
区
２９
人
増
）。

　
こ
の
名
簿
は
、
平
成
２２
年
３

月
３１
日
か
ら
平
成
２３
年
３
月
３０

日
ま
で
に
行
わ
れ
る
農
業
委
員

会
に
関
す
る
選
挙
に
使
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

市町村別発生件数は十和田市とともに９件で第

１位です。また、死者数は７人で、その機種別

ではスピードスプレーヤが３人、軽トラックが

２人、乗用型トラクター、高所作業台車が各１

人となっています。 

運動の重点 
 ①高齢者の事故多発 焦らず、急がず、

慎重に！ 

②ほ場への出入りや傾斜地は要注意！ 

③機械点検時にはエンジン停止 

機械への巻き込まれに注意！ 

◆取り組みの内容◆ 

ア 地域内完結型りんご剪定枝利活用方針策定事業 

○研究会による具体的方策の策定（弘前大学、農協、市町村、県関

係機関等が構成員） 

○生産組織（有効活用組織）への支援 

○弘前大学に現地実態調査・分析や基礎資料づくりを委託 

イ りんご剪定枝有効活用実践事業 
○剪定枝の収集及び効率的な搬送や利用しやすいチップ化までの一

次加工に取り組む生産組織の育成（２か年で 10 組織） 

○生産組織へ剪定枝チッパーをリース方式で補助（５台） 

○剪定枝チップのマルチ、稲わら等との混合堆 

肥化など新たな取り組みの実証ほを設置 

ウ りんご剪定枝活用型新産業創出事業 
○チップストーブや家庭菜園での利用等へ向け 

た一般市民向けフォーラムの開催 

○市民農園等での剪定枝の有効活用方法の実証・普及 

○生産組織がつくった剪定枝チップの販売・配送体制づくり 

○農業資材メーカーと共同で園芸用マルチ資材等の新たな資材の開

発・実証・製造・普及 

昨年は農家・非農家を問わず剪

定枝の利用促進につなげるための

フォーラムや剪定枝チッパーの実

演会を開催しました。また、剪定

枝堆肥やチップマルチの実証ほを

設置し、病害虫の発生状況やりん

ごの生育などを調査しました。 

今年も地域の貴重な資源である

りんご剪定枝の有 

効活用に向けた取 

り組みを推進して 

います。併せて、 

剪定枝チッパーを 

リース方式で補助 

しています。 

剪定枝を活用したい、興味がある

方はお問い合わせください。 

 

■問い合わせ先  

中南地域県民局地域農林水産部 

農業普及振興室☎34－２１３６ 

15

16

りんご剪定枝の有効活用

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
録
者
数
確
定

男 女 計

旧市・
     堀越

和徳・
     豊田

千　年

清　水

藤　代

東目屋

船　沢

高　杉

裾　野

新　和

石　川

岩木１

岩木２

相　馬

合　　計

（うち法人）

選挙区
(地区）

36
☎

市

登録者数（人）

819

1,201

1,058

825

873

645

863

994

1,443

1,292

1,017

1,088

988

886

933

1,313

1,189

934

975

708

905

1,109

1,525

1,366

1,135

1,181

1,028

936

1,752

2,514

2,247

1,759

1,848

1,353

1,768

2,103

2,968

2,658

2,152

2,269

2,016

1,822

13,992 15,237 29,229

（ 7 ） （ 3 ）（ 10 ）

　中南地域県民局地域農林水産部

では、「地域循環型りんご剪定枝有

効活用事業」を立ち上げ、りんご剪

定枝の有効活用に向けた取り組み

を進めています。 



　
市
で
は
、
栽
培
歴
１０
年
以
上

の
り
ん
ご
生
産
者
を
対
象
に
、

せ
ん
定
を
は
じ
め
と
す
る
高
度

な
生
産
技
術
を
継
承
し
、
後
世

に
伝
え
る
生
産
技
術
指
導
の
リ

ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
た
め
「
り

ん
ご
匠
の
技
継
承
隊
養
成
事

業
」研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。

◆
研
修
内
容
　
り
ん
ご
の
栽
培

技
術
研
究
、
指
導
者
育
成
、
せ

ん
定
法
の
分
析
、
匠
の
せ
ん
定

技
術
・
栽
培
肥
培
管
理
な
ど
の

研
修

◆
研
修
期
間
　
平
成
２２
年
６
月

〜
２４
年
３
月
（
年
間
２０
日
間
・

２
年
間
継
続
）

◆
募
集
人
員
　
１２
人
（
性
別
は

問
い
ま
せ
ん
。
応
募
多
数
の
場

合
は
選
考
と
な
り
ま
す
。）

◆
応
募
資
格
　
４０
歳
以
上
で
、

り
ん
ご
栽
培
歴
１０
年
以
上
の
キ

ャ
リ
ア
と
技
術
を
持
つ
人
で
、

青
森
県
り
ん
ご
協
会
支
会
長
の

推
薦
が
得
ら
れ
る
人
。
ま
た
、

研
修
修
了
後
「
り
ん
ご
匠
の
技

継
承
隊
」と
し
て
、
研
修
で
得

た
技
術
を
積
極
的
に
地
域
の
り

ん
ご
農
家
に
指
導
・
継
承
し
て

い
く
意
欲
が
あ
る
人
。

◆
申
込
期
限
　
平
成
２２
年
５
月

１４
日
（
金
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
農
政
課
農
業
振
興
係
☎
３５
・

１
１
１
１
内
線
７
０
９

　「
地
籍
調
査
」は
土
地
登
記
の

単
位
で
あ
る
「
筆
」ご
と
に
、

そ
の
所
有
者
、
地
番
、
地
目
、

境
界
の
調
査
と
測
量
を
行
い
、

「
地
籍
図
」や
「
地
籍
簿
」を
作

製
す
る
事
業
で
、
平
成
２２
年
度

は
、
大
字
下
湯
口
字
村
元
、
扇

田
、
１
・
４
５
平
方
㌔
㍍
を
調

査
す
る
予
定
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
財
産
で
あ
る
土
地

の
保
全
に
万
全
を
期
す
る
た
め

に
も
、
こ
の
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
土
地
所
有
者
へ
の
お
願
い

①
土
地
の
境
界
を
あ
ら
か
じ
め

隣
接
す
る
土
地
の
所
有
者
と
確

認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

②
土
地
の
境
界
が
雑
草
な
ど
で

確
認
し
に
く
い
場
所
は
、
刈
り

払
い
を
行
う
な
ど
明
ら
か
に
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

③
立
会
い
の
通
知
は
登
記
名
義

人
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
売
買

な
ど
が
あ
っ
て
、
ま
だ
登
記
の

済
ん
で
い
な
い
場
合
は
、
な
る

べ
く
早
く
手
続
き
を
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

◆
平
成
２２
年
度
地
籍
調
査
実
施

予
定
地…

清
水
地
区
の
大
字
下

湯
口
字
村
元
、
扇
田

■
問
い
合
わ
せ
先
　
市
農
村
整

備
課
地
籍
調
査
係
（
岩
木
庁
舎

☎
８２
・
１
６
３
７
）

農 業 ひ ろ さ き農 業 ひ ろ さ き （４）2010年（平成22年）５月１日 第51号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
火
事
を
な
く
そ
う

山
火
事
を
な
く
そ
う

 地 籍 調 査 の 進 め 方

５月中旬 ○下湯口農業研修会館で説明会開催

６月上旬 ○現地調査開始
・立会通知書（はがき）の送付 

　現地調査の対象地や立ち会いの日程、 

　集合場所のお知らせ 

　立会通知書のとおり集合 

　（本人が立会できない場合は代理人） 

・現地調査後  

測量を行い、地籍図・地籍簿を作製 

23 年

２月中旬 ○作製した地籍図・地籍簿の閲覧※
から （下湯口農業研修会館、市農村整備課で

３月上旬 20 日間実施）

○閲覧の結果、異議がなければ 

県の認証を経て法務局へ 

調査結果に基づき登記簿を訂正 

地籍図は公図として法務局に備え付け

「※」の際には、本人の参加、立会、

確認が必要です。

 

  

  

  

  

 

  

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

 ○農地法第３条に基づく売買、貸

借等をする場合の許可申請…

毎月５日から 

毎月2 7日に変更

○農業経営基盤強化促進事業に

基づく売買、貸借等をする場

合の申込み… 

毎月２５日から 

に変更

農地法等の改正により、農地を

売ったり貸したりする場合の許可

申請や申込みの 

締切日が次のと 

おり変更になり 

ます。

※毎月２７日までの申請等につい

て、翌月２４日(原則)に許可等が

決定されます。 

※農地転用許可申請の締切日は従

来どおり、毎月５日となります。

※締切日が土・日曜日、祝日等の

場合は、その翌日が締切日にな

ります。

■問い合わせ先 市農業委員会 

☎農地係

毎月2 7日

り
ん
ご
匠
の
技
継
承
隊

　
　
養
成
事
業
研
修
生
募
集

り
ん
ご
匠
の
技
継
承
隊

　
　
養
成
事
業
研
修
生
募
集

﹃
地
籍
﹄
は

土
地
の
﹃
戸
籍
﹄
で
す

地
籍
調
査

﹃
地
籍
﹄
は

土
地
の
﹃
戸
籍
﹄
で
す

地
籍
調
査

８２−１６３８

・現地調査当日※
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